
平成 3年 12月 中座 

主な配役 

 

昼の部 

「愚兄愚弟」 

魚惣本家惣太郎（高田次郎）  同 本店惣二郎（曽我廼家文童）  薬局の主人

木下（八木五文楽）  志津子の叔母作餌（岸本康子）  知人寺田あや（義士廼

屋緑）  本家の店員良太（曽我廼家八十吉）  志津子の妹鈴子（川奈美弥生）  

惣二郎の妻やす子（相沢伸江）  八百屋松井（江口誠三）  魚惣の妹芳子（里

美羽衣子）  薬局へ来る人市田（仲圭介）  本店の店員清治（栗山明巳）  看

護婦時子（千葉由香）  近所の主婦民子（渡辺凛賀）  同 元子（田辺波子）  

あやの息子常夫（中山貴久郎）  寺田のお手伝い美千子（明日香まゆ美）  近

所の娘政子（夢ゆかり）  通院の患者（沢田光生）  通行の女学生（泉しずか・

出口ルナ）  通行の人（甲斐正法・関口義郎・藤田功次郎・寺本進也）  医師

大河内（小島慶四郎）  小鳥と園芸商高橋（渋谷天笑） 

 

「お種と仙太郎」 

お岩の倅仙太郎（渋谷天笑）  茶店の女主人お岩（遠藤太津朗）  仙太郎の

女房お種（井上英以子）  お岩娘お久（滝由女路）  お種の姉お兼（二宮冨士

子）  おせいの息子新二郎（曽我廼家玉太呂）  宮男太吉（曽我廼家寛太郎）  

お岩の知り合いお富（岸本康子）  下駄屋駒造（沢田光生）  木津屋御寮さん

お徳（義士廼屋緑）  同 倅清之助（都築謙次郎）  清之助の若妻お初（泉し

ずか）  禰宜左近（江口誠三）  巫女妙（出口ルナ）  講中世話役吉三（白羽

大介）  同 甚吉（喜多康樹）  講中の人久六（結城市朗）  同 市三（仲圭介）  

同 辰次（甲斐正法）  同 京太（関口義郎）  同 安次（栗山明巳）  同 寅吉

（藤田功次郎）  同 定七（中山貴久郎）  同 六助（寺本進也）  同 八七（新

島愛一朗）  同 お吉（田辺波子）  同 おまさ（千葉由香）  同 お近（渡辺凛

賀）  同 おえん（夢ゆかり）  丹波屋お家はんおせい（酒井光子） 

 

 

夜の部 

「船場の子守唄」 

老主岩井長平（高田次郎）  社長岩井平太郎（小島慶四郎）  同業者村上（八

木五文楽）  本家の若奥様国枝（井上英以子）  平太郎の妻佐代子（二宮冨

士子）  川村の妻初子（千草英子）  平太郎の長女喜代子（川奈美弥生）  喜

代子の夫吉田（都築謙次郎）  知人遠藤（喜多康樹）  本家の重役河野（結城



市朗）  営業課長小沢（江口誠三）  社員高原（仲圭介）  造花下請け業文造

（曽我廼家寛太郎）  文造の女房つた子（明日香まゆ美）  お手伝い政子（千

葉由香）  社員佐藤（関口義郎）  同 甲田（藤田功次郎）  同 乙川（寺本進

也）  川村の娘花子（夢ゆかり）  平太郎の次女千代子（泉しずか）  階下の主

人川村（曽我廼家文童） 

 

「お染風邪久松留守」 

大工松吉（渋谷天笑）  左官熊五郎（小島慶四郎）  易者順斉（遠藤太津朗）  

大住屋姉娘お袖（井上英以子）  松吉の女房およね（滝由女路）  長屋の人お

安（二宮冨士子）  大住屋女中おしも（千草英子）  大工国松（曽我廼家玉太

呂）  角屋の番頭善助（曽我廼家八十吉）  酒屋三吉（曽我廼家寛太郎）  熊

五郎の女房おとら（岸本康子）  家主甚兵衛（白羽大介）  甚兵衛の女房お才

（義士廼屋緑）  大住屋の妹娘おみつ（川奈美弥生）  お袖の夫筆之助（都築

謙次郎）  医者当庵（結城市朗）  長屋の人岩松（沢田光生）  同 佐吉（仲圭

介）  同 辰吉（江口誠三）  仕出し屋お吉（相沢伸江）  順斉の娘おその（里

美羽衣子）  米屋与作（関口義郎）  炭屋黒助（藤田功次郎）  お札売り権之

助（栗山明巳）  長屋の人芳造（甲斐正法）  同 増次（中山貴久郎）  同 お

かん（田辺波子）  同 お力（渡辺凛賀）  大住屋手代政吉（新島愛一朗）  同 

女中おきん（出口ルナ）  当庵の薬持竹造（寺本進也）  長屋の人（千葉由香・

夢ゆかり・泉しずか）  大住屋ご寮さんおえん（酒井光子） 

 


